
(57)【要約】

　【課題】エアブリーザが不要であり、油漏れがなく、

しかも冷却しやすい流体溜めタンクおよび流体圧機器を

提供する。

【解決手段】　流体を吸入し加圧流体を吐出するポンプ

１と、加圧流体により往復駆動可能な片ロッド２２付ピ

ストン２３を有しピストン２３の各動作に伴ってポンプ

１に流体を還流させるシリンダ２と、流体を収容し流体

量に応じて伸縮するベローズ４０を用いた流体溜めタン

ク４と、ポンプ１によって片ロッド２２が後退動作する

ときシリンダ２よりポンプ１に還流する流体の一部をベ

ローズ４０に流入させ、かつ片ロッド２２が進出動作す

るときにベローズ４０よりポンプ１に流出するように切

り換える弁装置３とを備えている。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 片 ロ ッ ド 付 ピ ス ト ン を 有 す る シ リ ン ダ 装 置 に 用 い 、 前 記 ピ ス ト ン の 往 復 の 各 動 作 に お け
る シ リ ン ダ 内 容 積 の 差 に よ る 、 流 体 量 の 差 を 吸 収 す る 流 体 溜 め タ ン ク で あ っ て 、 伸 縮 自 在
な ベ ロ ー ズ に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 流 体 溜 め タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 流 体 を 吸 入 し 加 圧 流 体 を 吐 出 す る ポ ン プ と 、 前 記 加 圧 流 体 に よ り 往 復 駆 動 可 能 な 片 ロ ッ
ド 付 ピ ス ト ン を 有 し 前 記 ピ ス ト ン の 各 動 作 に 伴 っ て 前 記 ポ ン プ に 前 記 流 体 を 還 流 さ せ る シ
リ ン ダ と 、 前 記 流 体 を 収 容 し 流 体 量 に 応 じ て 伸 縮 す る ベ ロ ー ズ を 用 い た 流 体 溜 め タ ン ク と
、 前 記 ポ ン プ に よ っ て 前 記 片 ロ ッ ド が 後 退 動 作 す る と き 前 記 シ リ ン ダ よ り 前 記 ポ ン プ に 還
流 す る 前 記 流 体 の 一 部 を 前 記 ベ ロ ー ズ に 流 入 さ せ 、 か つ 前 記 片 ロ ッ ド が 進 出 動 作 す る と き
に 前 記 ベ ロ ー ズ よ り 前 記 ポ ン プ に 流 出 す る よ う に 切 り 換 え る 弁 装 置 と を 備 え た 流 体 圧 機 器
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ベ ロ ー ズ は 金 属 製 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 流 体 圧 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 タ ン ク は 前 記 流 体 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 を 有 す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 流 体
圧 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 ベ ロ ー ズ を 被 覆 し て 通 気 孔 を 設 け た ケ ー ス と 、 通 気 孔 を 通 し て 通
気 す る フ ァ ン 装 置 と を 有 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 流 体 圧 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 ベ ロ ー ズ を 収 容 し 内 部 に 冷 却 液 が 流 れ る よ う に し た ケ ー ス を 有 す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 流 体 圧 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 流 体 溜 め タ ン ク お よ び 例 え ば 小 型 油 圧 機 器 な ど の 流 体 圧 機 器 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 油 圧 機 器 で 、 ピ ス ト ン の 両 側 に ロ ッ ド が 延 び た シ リ ン ダ 装 置 で は 、 ピ ス
ト ン の 往 復 の 各 動 作 で シ リ ン ダ 内 容 積 の 差 は な い が 、 ピ ス ト ン の 片 側 に の み ロ ッ ド が 延 び
た 片 ロ ッ ド 付 ピ ス ト ン の 場 合 、 ピ ス ト ン の 各 動 作 で シ リ ン ダ 内 容 積 に 差 が 生 じ る 。 こ の た
め 、 ポ ン プ と そ れ に よ り 駆 動 さ れ る シ リ ン ダ 装 置 と の 間 で 流 体 を 循 環 さ せ る 場 合 に シ リ ン
ダ 装 置 に 流 入 し ま た は シ リ ン ダ 装 置 よ り 排 出 す る 流 体 量 の 差 を 吸 収 す る 流 体 溜 め タ ン ク を
設 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 流 体 溜 め タ ン ク は 、 シ リ ン ダ 内 の 体 積 差 を 吸 収 す る た め タ ン ク に エ ア ブ リ ー ザ を
設 け 、 タ ン ク 内 の 流 体 量 の 変 動 に 応 じ て タ ン ク 内 の エ ア ー を 吸 入 ・ 排 気 す る よ う に し て い
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 エ ア ブ リ ー ザ が 必 要 で あ り 、 油 漏 れ 防 止 の た め 取 付 方 向 に 規 制 が あ り 使 用 方 法
も 限 ら れ 、 さ ら に 油 の 冷 却 が 良 好 で な い と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 タ ン ク 内 に 流 体 圧 力 に よ っ て 膨 張 収 縮 す る 弾 性 体 を 設 け る も の が 考 え ら
れ た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-036326
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-299902 A 2005.10.27



【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 エ ア ブ リ ー ザ が 不 要 で あ り 、 タ ン ク か ら の 油 漏 れ も な い が 、 冷 却
が 十 分 で な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 エ ア ブ リ ー ザ が 不 要 で あ り 、 油 漏 れ が な く 、 し か も 冷
却 し や す い 流 体 溜 め タ ン ク お よ び 流 体 圧 機 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 流 体 溜 め タ ン ク は 、 片 ロ ッ ド 付 ピ ス ト ン を 有 す る シ リ ン ダ 装 置 に 用 い 、 前 記
ピ ス ト ン の 往 復 の 各 動 作 に お け る シ リ ン ダ 内 容 積 の 差 に よ る 、 流 体 量 の 差 を 吸 収 す る 流 体
溜 め タ ン ク で あ っ て 、 伸 縮 自 在 な ベ ロ ー ズ に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 流 体 圧 機 器 は 、 流 体 を 吸 入 し 加 圧 流 体 を 吐 出 す る ポ ン プ と 、 前 記 加 圧 流 体 に
よ り 往 復 駆 動 可 能 な 片 ロ ッ ド 付 ピ ス ト ン を 有 し 前 記 ピ ス ト ン の 各 動 作 に 伴 っ て 前 記 ポ ン プ
に 前 記 流 体 を 還 流 さ せ る シ リ ン ダ と 、 前 記 流 体 を 収 容 し 流 体 量 に 応 じ て 伸 縮 す る ベ ロ ー ズ
を 用 い た 流 体 溜 め タ ン ク と 、 前 記 ポ ン プ に よ っ て 前 記 片 ロ ッ ド が 後 退 動 作 す る と き 前 記 シ
リ ン ダ よ り 前 記 ポ ン プ に 還 流 す る 前 記 流 体 の 一 部 を 前 記 ベ ロ ー ズ に 流 入 さ せ 、 か つ 前 記 片
ロ ッ ド が 進 出 動 作 す る と き に 前 記 ベ ロ ー ズ よ り 前 記 ポ ン プ に 流 出 す る よ う に 切 り 換 え る 弁
装 置 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 ベ ロ ー ズ は 金 属 製 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 タ ン ク は 前 記 流 体 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 ベ ロ ー ズ を 被 覆 し て 通 気 孔 を 設 け た ケ ー ス と
、 通 気 孔 を 通 し て 通 気 す る フ ァ ン 装 置 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 冷 却 手 段 は 、 前 記 ベ ロ ー ズ を 収 容 し 内 部 に 冷 却 液 が 流 れ る よ う
に し た ケ ー ス を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 の 流 体 溜 め タ ン ク に よ れ ば 、 ベ ロ ー ズ が 伸 縮 す る こ と に よ り ポ ン プ に 還 流 す る
流 体 量 の 変 動 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ベ ロ ー ズ の 周 面 が 伸 縮 の た め 蛇 腹 構 造
と な る の で 表 面 積 が 増 大 し 、 流 体 を 冷 却 し や す く 、 し か も 油 漏 れ が な い 。 さ ら に ベ ロ ー ズ
で あ る た め 、 タ ン ク の 取 付 方 向 が 規 制 さ れ ず 、 タ ン ク の 部 品 点 数 も 増 加 せ ず 、 タ ン ク 内 の
精 度 も 必 要 で な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 流 体 圧 機 器 に 適 用 し た 場 合 、 冷 却 が 良 好 で 長 時 間 使 用 に 耐 え 、 取 付 姿 勢 も
規 制 さ れ ず 、 軽 量 か つ 安 価 に で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ベ ロ ー ズ を 金 属 製 に す る と 冷 却 効 果 が 高 い 。 ま た 、 冷 却 手 段 を 設 け る と よ り 一 層 冷 却 効
果 が 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ か ら 図 ３ に 示 す 。 す な わ ち 、 こ の 小 型 油 圧 機 器 は 、
ポ ン プ １ と 、 シ リ ン ダ ２ と 、 弁 装 置 ３ と 、 流 体 溜 め タ ン ク ４ を 一 体 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ポ ン プ １ は 、 第 １ ポ ー ト ５ お よ び 第 ２ ポ ー ト ６ を 有 し 、 そ の 一 方 よ り 流 体 を 吸 入 し 他 方
よ り 吐 出 す る も の で あ る 。 ポ ン プ １ は そ れ に 一 体 に 設 け た 正 逆 回 転 モ ー タ ４ ２ に よ り 回 転
す る 斜 板 型 ポ ン プ で あ り 、 モ ー タ ４ ２ の 回 転 軸 に ポ ン プ 軸 ７ を 連 結 し 、 モ ー タ ４ ２ の 回 転
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方 向 の 切 り 換 え に よ り 第 １ ポ ー ト ５ ま た は 第 ２ ポ ー ト ６ よ り 選 択 的 に 流 体 を 外 部 に 吐 出 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ で は モ ー タ ４ ２ が ポ ン プ 軸 ７ か ら 見 て 例 え ば 反 時 計 回 り に 回 転 し て い る 。 ８ は モ ー
タ ４ ２ を 取 付 け た ハ ウ ジ ン グ 、 ９ 、 １ ０ は ポ ン プ 軸 ７ の 軸 受 け 、 １ １ は ポ ン プ 軸 ７ の 回 り
に 一 体 に 設 け ら れ た 複 数 の シ リ ン ダ 、 １ ２ は シ リ ン ダ １ １ 群 に 内 挿 さ れ た ピ ス ト ン で 、 シ
リ ン ダ １ １ の 一 端 か ら ば ね に よ り 突 出 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る 。 １ ３ は ピ ス ト ン １ ２ の
先 端 が 摺 接 す る 斜 板 で あ り 、 ポ ン プ 軸 ７ を 貫 通 さ せ る 貫 通 孔 を 有 し 、 一 周 縁 部 で ポ ン プ 軸
７ と 直 角 な 軸 １ ８ に 軸 支 さ れ 、 斜 板 １ ３ の 直 径 方 向 の 軸 １ ８ と 反 対 側 が 弾 性 体 ５ ７ に よ り
付 勢 さ れ 、 こ れ に よ り 斜 板 １ ３ が ポ ン プ 軸 ７ に 略 垂 直 な 姿 勢 か ら 所 定 の 角 度 に 傾 斜 し た 姿
勢 ま で 回 動 可 能 に し て い る 。 各 シ リ ン ダ １ １ と 第 １ ポ ー ト ５ ま た は 第 ２ ポ ー ト ６ は 、 ポ ン
プ 軸 ７ の 一 回 転 に お い て 、 ピ ス ト ン １ ２ が 斜 板 １ ３ を 昇 る と き の シ リ ン ダ １ １ 群 と 、 ピ ス
ト ン １ ２ が 斜 板 １ ３ を 下 る と き の シ リ ン ダ １ １ 群 に そ れ ぞ れ 連 通 す る 弁 板 １ ９ の 一 対 の 連
通 溝 を 介 し て 連 通 し て い る 。 図 １ の 場 合 は 、 モ ー タ ４ ２ の 回 転 方 向 が 反 時 計 回 り の た め 第
１ ポ ー ト ５ が 加 圧 流 体 の 吐 出 側 と な り 、 第 ２ ポ ー ト ６ が 流 体 の 吸 入 側 と な る 。 モ ー タ ４ ２
の 回 転 方 向 が 時 計 回 り の 場 合 は そ の 反 対 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ リ ン ダ ２ は 、 ポ ン プ １ よ り 圧 送 さ れ る 加 圧 流 体 に よ り ピ ス ト ン を 往 復 動 作 す る も の で
あ り 、 片 ロ ッ ド ２ ２ の 付 い た ピ ス ト ン ２ ３ を 有 し 、 ピ ス ト ン ２ ３ を 摺 動 自 在 に 内 挿 し た シ
リ ン ダ 部 ２ ４ を 有 し 、 片 ロ ッ ド ２ ２ の 先 端 部 が シ リ ン ダ 部 ２ ４ よ り 外 部 に 突 出 し て い る 。
シ リ ン ダ 部 ２ ４ は ピ ス ト ン ２ ３ に よ り 片 ロ ッ ド ２ ２ の あ る シ リ ン ダ 室 ２ ９ と 片 ロ ッ ド ２ ２
の な い シ リ ン ダ 室 ３ ０ に 分 け ら れ る 。 シ リ ン ダ 室 ２ ９ は 通 路 ２ ５ を 通 し て 第 １ ポ ー ト ５ に
接 続 さ れ 、 シ リ ン ダ 室 ３ ０ は 通 路 ２ ６ を 通 し て 第 ２ ポ ー ト ６ に 接 続 さ れ 、 シ リ ン ダ 室 ２ ９
、 ２ ０ の 流 体 の 圧 力 差 に よ り ピ ス ト ン ２ ３ が い ず か 一 方 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 タ ン ク ４ は 、 流 体 を 収 容 す る 流 体 溜 め タ ン ク で あ っ て 、 ピ ス ト ン ２ ３ の 動 作 に よ り シ リ
ン ダ ２ か ら ポ ン プ １ に 還 流 す る 流 体 の 一 部 を 収 容 し 、 流 体 の 量 の 変 動 を 吸 収 す る ベ ロ ー ズ
４ ０ を 有 す る 。 ベ ロ ー ズ ４ ０ は 胴 部 が 流 体 の 圧 力 に よ り 軸 方 向 に 伸 縮 す る 蛇 腹 構 造 で あ り
、 例 え ば 金 属 、 合 成 樹 脂 お よ び ゴ ム 等 に よ り 製 造 さ れ て い る 。 ベ ロ ー ズ ４ ０ の 軸 方 向 の 一
端 を ハ ウ ジ ン グ ８ に 設 け た 接 続 口 ４ ５ に 連 結 し 、 他 端 に は 流 体 注 入 口 ４ ７ を 設 け 栓 ４ ６ に
よ り 閉 じ て い る 。 タ ン ク ４ は ベ ロ ー ズ ４ ０ に 被 せ る よ う に 、 ケ ー ス ４ ８ を ハ ウ ジ ン グ ８ に
着 脱 可 能 に 取 付 け て い る 。 ま た ベ ロ ー ズ ４ ０ の 伸 縮 方 向 の 先 端 と こ れ に 対 向 す る ケ ー ス ４
８ の 内 面 と の 間 に ば ね ４ ９ を 介 在 し 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ を 収 縮 す る 方 向 に 付 勢 す る と と も に ケ
ー ス ４ ８ に 通 気 孔 ５ ０ を 形 成 し て い る 。 接 続 口 ４ ５ は 通 路 ３ ３ に 連 通 し 弁 装 置 ３ を 介 し て
通 路 ２ ５ 、 ２ ６ と 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 弁 装 置 ３ は 、 通 路 ２ ５ と 通 路 ３ ３ と の 間 に 介 在 さ れ た 第 １ の 弁 ３ ２ と 、 通 路 ２ ６ と 通 路
３ ３ と の 間 に 介 在 さ れ た 第 ２ の 弁 ３ ４ と を 有 し 、 弁 ３ ２ 、 ３ ４ が 相 互 に 連 結 部 ３ ６ に よ り
連 結 さ れ て い る 。 弁 装 置 ３ の 第 １ の 弁 ３ ２ お よ び 第 ２ の 弁 ３ ４ は パ イ ロ ッ ト リ リ ー ス バ ル
ブ を 用 い 、 弁 装 置 ３ は ポ ン プ １ の ハ ウ ジ ン グ ８ に 一 体 に 取 付 け た マ ニ ホ ー ル ド ５ １ に 設 け
ら れ て い る 。 通 路 ２ ５ ま た は 通 路 ２ ６ の 流 体 が 加 圧 流 体 で あ る と き そ の 圧 力 に よ り 第 １ の
弁 ３ ２ ま た は 第 ２ の 弁 ３ ４ が 閉 弁 し 、 そ の 閉 弁 動 作 で 連 結 部 ３ ６ に 押 さ れ て 他 方 が 開 弁 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 動 作 に つ い て 、 説 明 す る 。 図 １ は 、 シ リ ン ダ ２ の 片 ロ ッ ド ２ ２ が 後 退 動 作 す な わ ち 引 く
方 向 に 負 荷 が か け ら れ ピ ス ト ン ２ ３ が 移 動 を 完 了 し た 状 態 で あ り 、 モ ー タ ４ ２ に 連 結 さ れ
た ポ ン プ 軸 ７ は 反 時 計 回 り に 回 転 し 、 ポ ン プ ２ は 流 体 を 第 ２ ポ ー ト ６ か ら 吸 い 込 み 第 １ ポ
ー ト ５ へ 吐 出 し 、 第 １ ポ ー ト ５ に 発 生 し た 流 体 圧 に よ り 、 第 １ の 弁 ３ ２ を 閉 じ 上 記 の よ う
に 強 制 的 に 第 ２ の 弁 ３ ４ を 開 く 。 こ の 弁 装 置 ３ の 動 作 に よ り 、 通 路 ２ ５ と 通 路 ３ ３ が 遮 断
さ れ 、 通 路 ２ ６ と 通 路 ３ ３ が 連 通 し 、 ハ ウ ジ ン グ ８ 内 お よ び ベ ロ ー ズ ４ ０ 内 が 第 ２ ポ ー ト
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６ お よ び シ リ ン ダ ２ の 反 負 荷 側 と な る シ リ ン ダ 室 ３ ０ と 連 通 す る 。 こ の た め 、 第 １ ポ ー ト
５ よ り 吐 出 さ れ た 流 体 は シ リ ン ダ 室 ２ ９ に 流 入 し て ピ ス ト ン ２ ３ の 背 後 に 圧 力 を 加 え 、 シ
リ ン ダ ２ の ピ ス ト ン ２ ３ に 負 荷 を 加 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 シ リ ン ダ 室 ３ ０ に 存 在 し た 流 体 が ポ ン プ １ に 還 流 す る と と も に そ の 一 部 が ベ ロ ー
ズ ４ ０ に 流 れ 込 み ベ ロ ー ズ ４ ０ は ば ね ４ ９ に 抗 し て 伸 長 す る 。 片 口 ッ ド タ イ プ の シ リ ン ダ
２ に お い て は 引 き 側 （ シ リ ン ダ 室 ２ ９ ） と 押 し 側 （ シ リ ン ダ 室 ３ ０ ） の 体 積 を 比 較 す る と
体 積 差 （ 押 し 側 ＞ 引 き 側 ） が あ る 。 こ の 体 積 差 を 吸 収 す る た め 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ に 余 剰 の 流
体 が 流 れ 込 み 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ は ば ね ４ ９ に 抗 し て 伸 長 し て い る 。 図 １ で は ピ ス ト ン ２ ３ は
シ リ ン ダ 室 ３ ０ が ほ と ん ど ０ に 近 く な る 状 態 ま で 移 動 し 停 止 し て い る が 、 モ ー タ ４ ２ は 回
転 を 続 け て お り 、 こ の と き 流 体 の 圧 力 の 上 昇 で 斜 板 １ ３ が 傾 斜 姿 勢 か ら 弾 性 体 ５ ７ に 抗 し
て ポ ン プ 軸 ７ に ほ ぼ 垂 直 な 姿 勢 に 回 動 す る こ と に よ り ピ ス ト ン ２ ３ に 対 す る 駆 動 力 を 保 持
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 図 １ と 正 反 対 の 動 作 で あ り 、 シ リ ン ダ ２ の 片 ロ ッ ド ２ ２ が 進 出 方 向 と な る 押 し
方 向 に 負 荷 を か け て ピ ス ト ン ２ ３ の 移 動 を 完 了 し た 状 態 で あ る が 、 モ ー タ ４ ２ は ポ ン プ 軸
７ を 時 計 回 り に 回 転 さ せ て い る 。 こ の た め 、 ポ ン プ １ は 流 体 を 第 １ ポ ー ト ５ か ら 吸 い 込 み
第 ２ ポ ー ト ６ へ 吐 出 し 、 第 ２ ポ ー ト ６ に 発 生 し た 流 体 圧 に よ り 第 ２ の 弁 ３ ４ を 閉 じ 強 制 的
に 第 １ の 弁 ３ ２ が 開 く 。 こ の 弁 装 置 ３ の 動 作 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ８ 内 お よ び ベ ロ ー ズ ４ ０
内 が 第 １ ポ ー ト ５ お よ び シ リ ン ダ ２ の 反 負 荷 側 と な る シ リ ン ダ 室 ２ ９ と 連 通 し 、 シ リ ン ダ
室 ３ ０ に 加 圧 流 体 が 流 入 す る こ と に よ り ピ ス ト ン ２ ３ が 進 出 移 動 し 、 シ リ ン ダ 室 ２ ９ に 存
し た 流 体 が ピ ス ト ン ２ ３ の 移 動 の 過 程 で 第 １ ポ ー ト ５ よ り ポ ン プ １ 内 に 吸 入 さ れ 、 シ リ ン
ダ 室 ３ ０ と の 体 積 差 に よ り 足 ら な く な っ た 流 体 は ベ ロ ー ズ ４ ０ よ り 流 れ 込 み 、 ベ ロ ー ズ ４
０ は 収 縮 す る 。 こ の と き ベ ロ ー ズ ４ ０ に 加 わ る ば ね ４ ９ の ば ね 力 に よ り 管 路 内 が 負 圧 に な
る こ と が 防 止 さ れ る 。 図 ３ で は ピ ス ト ン ２ ３ は シ リ ン ダ 室 ２ ９ が ほ と ん ど ０ ち か く な る 状
態 ま で 移 動 し 停 止 し て い る が 、 モ ー タ ４ ２ は 時 計 方 向 の 回 転 を 続 け て お り 、 こ の と き 流 体
の 圧 力 の 上 昇 で 斜 板 １ ３ が 図 ３ に 示 す よ う に ポ ン プ 軸 ７ に ほ ぼ 垂 直 姿 勢 に な る こ と に よ り
ピ ス ト ン ２ ３ に 対 す る 駆 動 力 を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 片 ロ ッ ド ２ ２ が 押 し 方 向 に 進 ん で い る 途 中 の 行 程 を 示 し 、 シ リ ン ダ ２ の ピ ス ト
ン ３ は シ リ ン ダ 部 ２ ４ の 中 間 点 を 移 動 し 、 片 ロ ッ ド 分 の 体 積 差 の た め ベ ロ ー ズ ４ ０ も 縮 む
方 向 に 移 動 し て い る 。 ま た ポ ン プ １ の 斜 板 １ ３ は 図 １ の ポ ン プ 軸 ７ に ほ ぼ 垂 直 な 姿 勢 か ら
例 え ば ４ ５ 度 に 近 い 角 度 に 傾 斜 し て お り 、 第 ２ ポ ー ト ６ よ り シ リ ン ダ 室 ３ ０ に 加 圧 流 体 を
供 給 し 、 片 ロ ッ ド ２ ２ を 外 部 へ 押 し 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ の 伸 縮 に よ り シ リ ン ダ 室 ２ ９ 、 ３ ０ の 体 積 差 を 吸 収
す る た め 、 タ ン ク ４ は エ ア ブ リ ー ザ が 不 要 で ノ ン リ ー ク が 可 能 と な る 。 ま た ベ ロ ー ズ ４ ０
の 蛇 腹 構 造 に よ り 表 面 積 が 大 き く な る の で 、 加 圧 に よ り 温 度 上 昇 し た 流 体 を 冷 却 し 温 度 を
下 げ る こ と が で き る 。 ま た ベ ロ ー ズ ４ ０ の 伸 縮 動 作 に 伴 っ て ケ ー ス ４ ８ 内 の 容 積 が 変 化 し
そ れ に 伴 っ て 外 部 と 通 気 孔 ５ ０ を 通 し て 空 気 が 出 入 り す る の で 、 自 然 空 冷 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 タ ン ク ４ 内 に ば ね ４ ９ を 設 け て ベ ロ ー ズ ４ ０ を 収 縮 す る 方 向 に 付 勢 し 、 あ る い は ベ ロ ー
ズ ４ ０ 自 体 を 収 縮 す る 方 向 に 復 元 作 用 を 付 与 す る こ と に よ り 、 ポ ン プ １ お よ び シ リ ン ダ ２
に つ な が る 管 路 内 が 負 圧 に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ４ に 示 す 。 す な わ ち 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施
の 形 態 に お い て 、 冷 却 手 段 と し て ケ ー ス ４ ８ の 先 端 に フ ァ ン 装 置 ５ ５ を 設 け 、 ベ ロ ー ズ を
強 制 空 冷 す る 。 フ ァ ン 装 置 ５ ５ の 動 力 は モ ー タ を 用 い る が 、 モ ー タ ４ ２ の 動 力 を 利 用 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ に 示 す 。 す な わ ち 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施
の 形 態 の ケ ー ス に 変 え て 、 冷 却 手 段 と し て 、 水 な ど の 冷 却 液 を 入 れ た ケ ー ス ４ ８ ′ 内 に ベ
ロ ー ズ ４ ０ を 収 納 し て ベ ロ ー ズ ４ ０ を 液 冷 す る も の で 、 ケ ー ス ４ ８ ′ に 流 入 口 ６ ０ と 流 出
口 ６ １ と を 設 け て い る 。 冷 却 液 は 送 液 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） か ら 供 給 さ れ 、 ケ ー ス ４ ８ ′ と
の 間 で 冷 却 液 を 循 環 さ せ る 。 な お ケ ー ス ４ ８ ′ か ら 送 液 ポ ン プ に つ な が る 外 部 経 路 に 熱 交
換 器 等 を 設 け て 冷 却 液 を 冷 却 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 図 ６ に 示 す 。 す な わ ち 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 流
入 口 ６ ０ と 流 出 口 ６ １ を 冷 却 パ イ プ ６ ２ で つ な ぎ 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ の 先 端 に 逆 止 弁 ６ ３ を 設
け て い る 。 し た が っ て 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ が 伸 長 す る と き は 逆 止 弁 ６ ３ と ケ ー ス 内 壁 面 と の 間
の 隙 間 を 液 体 ６ ５ が 流 れ る こ と が で き る が 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ が 収 縮 す る と き は 逆 止 弁 ６ ３ が
ケ ー ス ４ ８ ′ の 内 壁 面 を 摺 接 し て 冷 却 液 ６ ５ を 矢 印 の 方 向 に 押 し 、 こ れ に よ り 冷 却 液 ６ ５
が 流 出 口 ６ １ よ り 冷 却 パ イ プ ６ ２ を 流 れ て 流 入 口 ６ ０ に 循 環 す る 。 こ の 場 合 、 冷 却 パ イ プ
６ ２ に フ ィ ン そ の 他 の 熱 交 換 器 を 設 け る と 冷 却 効 果 が 高 い 。 ま た 逆 止 弁 ６ ３ の 向 き を 逆 に
し て 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ か 伸 長 す る と き 冷 却 液 ６ ５ を 押 し 矢 印 と 反 対 向 き に 循 環 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 こ の 発 明 に お い て 、 ベ ロ ー ズ ４ ０ は 収 縮 方 向 に 復 元 作 用 を 有 す る も の に し て も よ
く 、 そ の 場 合 ば ね ４ ９ を 省 略 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 片 ロ ッ ド の 後 退 状 態 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は そ
の と き の 弁 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 片 ロ ッ ド の 進 出 途 中 の 状 態 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は そ の と き の 弁 装 置 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 片 ロ ッ ド の 進 出 状 態 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は そ の と き の 弁 装 置 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の タ ン ク 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 の タ ン ク 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 の タ ン ク 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 　 　 １ 　 　 ポ ン プ
　 　 　 　 ２ 　 　 シ リ ン ダ
　 　 　 　 ３ 　 　 弁 装 置
　 　 　 　 ４ 　 　 タ ン ク
　 　 　 　 ５ 　 　 第 １ ポ ー ト
　 　 　 　 ６ 　 　 第 ２ ポ ー ト
　 　 　 　 ７ 　 　 ポ ン プ 軸
　 　 　 １ ３ 　 　 斜 板
　 　 　 ２ ２ 　 　 片 ロ ッ ド
　 　 　 ２ ３ 　 　 ピ ス ト ン
　 　 　 ２ ４ 　 　 シ リ ン ダ 部
　 　 　 ２ ５ 　 　 通 路
　 　 　 ２ ６ 　 　 通 路
　 　 　 ２ ９ 　 　 シ リ ン ダ 室
　 　 　 ３ ０ 　 　 シ リ ン ダ 室
　 　 　 ３ ２ 　 　 第 １ の 弁
　 　 　 ３ ３ 　 　 通 路
　 　 　 ３ ４ 　 　 第 ２ の 弁
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　 　 　 ４ ０ 　 　 ベ ロ ー ズ
　 　 　 ４ ５ 　 　 接 続 口
　 　 　 ４ ８ 　 　 ケ ー ス
　 　 ４ ８ ′ 　 　 ケ ー ス
　 　 　 ５ ０ 　 　 通 気 孔
　 　 　 ５ ５ 　 　 フ ァ ン 装 置
      ６ ５     冷 却 液  

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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